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 　これまで、膵臓のベータ(β)細胞は脆弱で一旦死滅したら再
生・増殖しにくい、また糖尿病は多様な要素が複雑に絡んでおり

根本的に回復することは困難と考えられてきた。しかし、私たちは

β細胞が枯渇した糖尿病モデルマウスにおいて、性ステロイドホ

ルモンを制御するとβ細胞量が急激に増加して血糖値が劇的に

正常化することを見出した。さらに骨格筋では糖取り込みが亢進

し、腎機能と組織病変が回復されることも見出した。この事実は、

性ステロイドホルモンが糖尿病の病態、発症と進展に重要な役割

を果たしている可能性を示唆している。私たちは体内の変化に反

応してβ細胞が新生・増殖誘導される機構を解明したいと考えて

いる。  	
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